
（その２）
	教育研究業績書
                                                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年　5　月　1　日
                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名   久保　幹雄　　　　　 

	教育上の能力に関する事項
	年　月　日
	概　　　　　　　　　要

	１　教育方法の実践例

ネットワーク理論，流通経営工学，流通管理特論
	2001年
	講義で用いるスライドや資料をホームページから配布

	２　作成した教科書，教材

組合せ最適化とアルゴリズム（共立出版）（再掲）

ロジスティクス工学（朝倉書店）（再掲）

サプライ・チェインの設計と管理-コンセプト，戦略，事例-

（朝倉書店）（再掲）
	2000年10月

2001年5月

2002年1月
	ネットワーク理論のテキストとして使用

流通経営工学のテキストとして使用

MBAのテキストとして定評のある本の翻訳：流通管理特論のテキストとして使用

	３　当該教員の教育上の能力に関する大学の評価
	
	

	４　その他
	
	

	職務上の実績に関する事項
	年　月　日
	概　　　　　　　　　要

	１ 資格，免許

	
	

	２　特許等
	
	

	３　その他
	
	


	著書，学術論文等の名称
	単著，共著の別
	発行又は発表
の年月
	発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称
	概　　　　　　　　　要

	（著書）
１メタヒューリスティックス，離散構造とアルゴリズムIV

２巡回セールスマン問題への招待

3 インターネット時代の数学

4 組合せ最適化[短編集]

5 組合せ最適化とアルゴリズム

6 ロジスティクス工学

7 アルゴリズム工学 
8 サプライ・チェインの設計と管理-コンセプト，戦略，事例-
9 応用数理計画ハンドブック
	共著
共著
共著

共著
単著

単著

共著

監修

共編
	1995年３月

1997年2月

1997年9月

1999年1月

2000年12月

2001年5月

2001年5月

2002年1月

2002年４月
	近代科学社

朝倉書店

共立出版

朝倉書店

共立出版

朝倉書店

共立出版

朝倉書店

朝倉書店
	本書は，応用数理学会離散システム研究部会での講演会の内容をまとめたものであり，筆者は5人の講演者の一人として，最近，組合せ最適化問題に対する新しいパラダイムとして注目を浴びているメタヒューリスティックスについてのチュートリアルを行った．これは，本書の第4章にあたる．内容としては，メタヒューリスティックの起源とも言うべきLocal Searchから出発し，最近筆者によって開発された種々のメタヒューリスティックス(Life Span Method, Generic Local Search)までを述べている．（室田一雄編，田村明久，水野眞冶，手塚集，松井知己，久保幹雄）（第５章，メタヒューリスティックス担当）

本書は，久保が日本オペレーションズリサーチ学会に連載した講座をもとにし，共著者（山本）が授業で用いた「対話」形式の解説を付加したものである．内容的には組合せ最適化問題の礎とも言うべき巡回セールスマン問題に対して，実務家および学生を対象とした分かりやすい読み物となっている．（山本芳嗣，久保幹雄）

本書は，インターネット時代の数学の鍵となる代表的な数学ツールの紹介，基礎数学の再入門を目的として編集されたテキストである．

（戸川隼人，中嶋正之，杉原厚吉，野寺隆志編集）

（第８章 離散数学と組合せ最適化 pp.152-159 担当）

組合せ最適化問題の解き方(アルゴリズム)に焦点を置き取り組みやすい楽しい練習問題を通して，アルゴリズムの魅力を伝えている．（久保幹雄，松井知己）

本書の主題である組合せ最適化は、最も若くかつ最も活発に研究が成されている応用数学の分野の1つである。そこでは、アルゴリズム論、組合せ論、計算量の理論、データ構造、線形計画など種々の分野のテクニックを駆使して広い応用分野から発生したものであり、これらの問題に対する効率的なアルゴリズムの設計は、各々の応用分野において極めて重要な役割を果たす。本書では、組合せ最適化問題に対するアルゴリズムの本質、特に実際問題を解くための基礎となる理論を学ぶことを目的とする。
本書は、最近注目を浴びているロジスティクス(およびサプライ・チェイン)に対して工学的な見地からまとめたはじめての和書である。本書では、単なる海外文献やソフトウェアの紹介にとどまらず、筆者と我が国のロジスティクス・リーダー企業との共同研究から生まれた成果を随所に盛り込んでいる。単に机上の理論を紹介するだけではなく、理論の実践方法を紹介している。
本書は，文部省科学研究補助金による特定領域研究の成果を啓蒙的に解説することを目指している．

（杉原厚吉，茨木俊秀，浅野孝夫，山下雅史編集）

（2.6 節 実験的解析 pp.41-47，ロジスティクスにおける最適化の応用 pp. 230-231 を担当）

サプライ・チェインに関する広範な分野から多くの事例をあげ、現場の臨場感を読者に提供する。
（監修：久保幹雄，翻訳：伊佐田文彦，佐藤泰現，田熊博志，宮本裕一郎）（翻訳の修正，用語の統一担当）

本書は，数理計画の最新の理論と応用について編集したハンドブックである．

（共編：久保幹雄，田村明久，松井知己）（全体のとりまとめ，執筆の約２割担当）
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	本研究では、先行順序制約を有する巡回セールスマン問題(応用面から名付けると Dial-A-Ride Problem)に対する近似解法を提示し、数値実験を行っている。開発した近似解法は，巡回セールスマン問題に対して研究されている種々のヒューリスティックスを拡張したものであり，従来法であるPsaraftisのヒューリスティックと比較して求解時間および解の精度ともに上回る解法を提示している．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，アルゴリズム開発，実験，解析，執筆担当）

本研究では、階層型最適化問題に対して、ランダム化意志決定戦略を提示するとともに、

この戦略を並列機械スケジューリング問題および運搬経路問題に適用し、その有効性を示している。ここで提示したランダム化意志決定戦略は，ゲームの理論で言うところの混合戦略の一種であり，この戦略を用いることによって，現実問題で発生する種々の複雑な階層型最適化問題に対する目安を得られることが示されている．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

従来の立地問題では，生産量を増加させることによる単価の減少，いわゆる規模の経済（エコノミー・オブ・スケール）を，立地費用を固定及び変動費に分けることによって表現していた．本研究では，規模の経済をより現実的に表現にするために生産費用及び輸送費用が，一般の凹関数である場合を考え，ラグランジュ緩和法を用いて，上界及び下界を導くアルゴリズムを提案している．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，アルゴリズム開発，実験，解析，執筆担当）

本研究では，巡回セールスマン問題の一般化である先行順序制約を考慮した巡回セールスマン問題に対するアルゴリズムを提示するとともに、数値実験によって提示した解法の有効性を示している。開発されたアルゴリズムは，制限付きラグランジュ緩和法を利用した

下界導出法およびそれを組み込んだ分枝限定法による厳密解法である．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，アルゴリズム開発，実験，解析，執筆担当）

本研究では、動的な環境下における多対多の運搬経路問題に対する幾つかの実用的な運行方策についての解析を行っている。適用した方策は，幾何学的確率理論，待ち行列理論，組合せ最適化問題の漸近値解析理論を用いて解析され，その理論上の最悪値，およびその漸近値が調べられる．また，幾つかの方策を混合（ランダム化）戦略を用いて合わせることによって，最悪値が改善できることを示している．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

本研究では、種々の応用から発生するメディアン最短路問題、賞金収集巡回セールスマン問題、オリエンティーリング問題、巡回購買人問題などの一般化として部分巡回路問題(subtour problem)を考え、その多面体構造を分析する。提案する妥当不等式(valid inequality)を切除平面法と合わせることによって、大規模な部分巡回路問題を解くことが可能になる。

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

本研究では、顧客の需要に関する情報が不確実性を持っているときの

ネットワーク構築法を考え、ネットワーク内で使用する枝に制限を加え、物(または情報)の流れる道をあらかじめ規定しておく事前ネットワーク戦略(a priori network strategy)を提示している。また、この戦略を用いたときの精度や事前ネットワーク構築のための近似解法について解析を行っている。

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

本研究では、複数の主体が協力してネットワークを構築するときの費用分担の方法について考察している。この問題を公平な分担を求める問題をネットワーク上の協力ゲームとしてモデル化し、ゲームに参加する全ての主体が満足するような配分方法を提示している。

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

Backhaulを考慮した運搬経路問題とは、1台の運搬車が配送と集積を同時に行うとき運搬車の容量を破らないような最短距離の巡回路を求める問題である。実用における重要性にも関わらず、この問題に対する従来の研究は非常に限られたものであった。本研究では、平面を分割することによるヒューリスティックの漸近的な解析を行うとともに、確率的な変形に対して解析を行い、運搬経路長の期待値を導出するための公式を導いている。

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

本研究では，流通ネットワークを構築するための技法を開発することを目的としている．

本研究で構築されたモデルは，輸送及び在庫にともなう費用の合計を少なくするように ，

流通経路及び輸送頻度を決定するものであり，ネットワークの形状決定問題（ネットワークデザインモデル）と経済的な輸送頻度を決定する問題（経済発注量モデル）を合せたモデルである．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，アルゴリズム開発，実験，解析，執筆担当）

本論文では先行順序制約を考慮した巡回路問題に対して、効率的に最適解を得る手法を構築するための基礎となる技法を提示している。開発されたアルゴリズムは，制限付きラグランジュ緩和法を利用した下界導出法およびそれを組み込んだ分枝限定法による厳密解法である．また，待ち行列理論を応用することによって動的な問題への拡張も考えている．

グラフ分割問題は，NP-困難な組合せ最適化問題であり，プログラムのセグメント化や VLSI の回路設計に重要な応用を持つため，多くの研究者によって研究されてきた。本研究では，まず，系統的な数値実験を通して Tabu Search のパラメータの適正化に関する知見を得た。これらの知見は，他の組合せ最適化問題に対して，本研究のような効率的なTabu Searchを構築するときに役にたつと思われる。また，提案した Tabu Search と Simulated Annealing法との比較実験を行った。実験的解析により，本研究で構築した Tabu Search は，グラフ分割問題に対する有効な解法であると結論できる。

（藤沢克樹，久保幹雄，森戸晋）

（理論，アルゴリズム開発，執筆50%担当）

組合せ最適化問題は実際問題に対する多くの応用を持ち、経営に関する意思決定プロセスの一部として重要な位置をしめてきた。しかし、従来の組合せ最適化問題では、

現実問題において発生する不確実性を陽的に取り扱うことができなかった。本研究では、問題の組合せ的な側面と確率的な側面を同時に考慮した問題として確率的組合せ最適化問題を考え、幾つかの解法を提示している。

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

本研究では組合せ最適化問題の代表例である巡回セールスマン問題の確率的な拡張に対して、前論文で提示した一般解法を適用し、その効果を示している。また，第2段目の意思決定として確率的巡回セールスマン問題を含むような施設配置問題を考え，確率的な意味での上界および下界の効果を例をあげて説明している．

（久保幹雄，春日井博）

（理論，解析，執筆担当）

近年多様な広がりをみせているメタ解法を統一的な視点からまとめた解法（Generic Local Search）と実用的な変種（Life Span Method）を提案している．

ロジスティクスにおける中核的な問題である配送計画に荷の分割という新しい視点を加えた問題（分割配送路問題）に対して，新しい解法を提案している．

（毛利裕昭，久保幹雄，森雅夫）

（解析担当）

本論文では，ロジスティクスにおける中核的な問題である配送計画問題に対して，ゲーム理論における視点を組み入れた分析を行っている．

（毛利裕昭，渡辺隆裕，久保幹雄，森雅夫）

（解析担当）

本研究では、Tabu Searchを改良したLife Span Methodを提案し、グラフ分割問題, 最大クリーク問題、2次割当問題,ジョブショップスケジューリング問題、グラフ彩色問題、巡回セールスマン問題に対する適用について論じている。Gloverの提案するTabu Searchは，たくさんのad hocなルールを探索に付加する傾向がある．ここでは，Gloverの言う種々のルールの導入は，正当な比較を困難にしているという理由から，最小限のパラメータ(およびルール)を用いたTabu Searchの変形を構築している．

（久保幹雄，藤沢克樹）

（理論，執筆担当）

本論文では，電力設備補修計画に確率計画の手法を適用し，実際問題を解くための新しい解法を提案している．

（椎名孝之，久保幹雄）

（理論担当）

VLSIのスキャン・チェインを短縮するためには，配送経路の最適化と類似の技法を用いることができる．本論文では，スキャン・チェイン最適化のためのアルゴリズムを設計し，実際問題への適用について論じでいる．

（小林進, 枝廣正人, 久保幹雄）
（理論担当）

本論文では，最近注目を集めているメタ解法を一段高い視野から整理した新しいフレームワークである階層的積木法を提案し，運搬経路問題への応用について述べている．

（久保幹雄，宮本裕一郎）

（理論，執筆担当）

本論文では，清涼飲料水の自動販売機への補充の事例に対する在庫配送計画のモデル化とアルゴリズムを提案している．

（宮本裕一郎，久保幹雄）

（理論，プログラム担当）

	（その他）
１数理的技法によるサプライチェーン設計・運用システムの構築
２ ロジスティクス工学への招待

３ サプライ・チェイン最適化システム
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